
【副教科】 
１学期に１回しか行い学校が多いのではないでしょうか？ 

とういうことは、一回のテストで成績表の数字が決まってしまうということです。 

 

１回頑張ってしまうだけでいいのです。 

 

国語で「5」をとるのも、音楽で「5」とるのも、高校受験で必要な成績をしては、まったく同じ価値があります！ 

 

だとしたら、勉強しない手はないですよね・・・ 

 

こうは言っても、勉強しない子の方が多いのは事実です。 

さらにチャンスではないですか？ 

 

でも、勉強の仕方はわからないですよね・・。 

正直僕も予想はできません。 

 

でも、確実に予想的中できる資料があるのです。 

それは、「テスト範囲表」です。 

 

先生もわざわざ出ない問題は、書かないと思います。 

テスト範囲表に書かれた内容は必ず出ます。 

 

音楽だったら「校歌」とテスト範囲表に出てれば、必ずその問題は出てしまうのです。 

 

☆テスト範囲に書かれている、重要ワード答えにした問題を自分で作ってみる。 

 

これが効果的です。 

 

例えば学校の先生が《山田耕作》を説明していたならば 

問題）「赤とんぼ」を作況くした人は誰？ 

という問題を作ってみるのです。 

 

答えは簡単です。（自分で作ったのだから） 

 

それを、授業を思い出して、聞いていなかった子は、教科書の太文字で問題をやってみます。 

ワークも忘れずにやりましょう！ 

 

主要５教科と比べて、副教科というのは問題が作りにくいです。 

（参考にする問題が少ないからです） 

 



だから、ワーク、教科書の資料がそのまま出るのは珍しいことではありません。 

 

ワイズミースクールでも、副教材対応問題作れます。 

一緒に攻略していきましょう！！ 


